
作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電 話）

【情報提供票より】（平成 20年 10月 1日事業所記入） 【重点項目への取り組み状況】

2 ユニット 人

１７人

（２）建物概要

2 階建ての 1 階 ～ 2 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）
円 円

朝食 円 昼食 円
夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（平成 20年 10月 1日現在）
18 名 男性 4 名 女性 14 名

名 名
名 名
名 名

年齢 平均 84.2 歳 最低 61 歳 最高 99 歳

（５）協力医療機関

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）
建物形態 併設／単独

開設年月日 平成16年9月1日

重
点
項
目
①

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）
昨年度の外部評価以降、全職員で改善策を検討し日々実践を続けてきた。①ご利用者ごと
のニーズを個別に把握し対応できるようになってきた。②人材育成にも力を入れ、接遇面
（言葉・態度）の研修も行なっている。日々、理念を意識することで職員の視点が深まり、意
見も多く出るようになってきた。③新しい管理者補佐を中心にチームワークを強化し、意見交
換が活発化している。

（１）組織概要

新築／改築

訪問調査日 平成 21年 2月 3日 評価確定日

18

平成 21年 3月 2日

SEO ㈱福祉サービス評価機構

長崎県雲仙市小浜町北野１０４８－２
０９５７－７６－０１７７

4271402051

有限会社 ナーク

事業所名 有限会社 ナーク グループホーム小浜きたの

利用者人数
要介護１

ユニット数 利用定員数計

要介護２3

職員数 常勤 ７人, 非常勤 １０人, 常勤換算 ５．３人

償却の有無

建物構造

１． 評 価 結 果 概 要 表
［認知症対応型共同生活介護用］

平成 21年2月15日

所在地
(電話番号）

事業所番号 １６年開設以来、「小浜きたの」は６年目に入った。運営者である代表（管理者）は、常にご利用者のこと、職員
のことを考え、運営方針の実践に取り組んできた。ホームの課題を真摯に受け止め、必要に応じて適切な人
事を考え、ホームの良きアドバイザー・応援団となるべき方々にお願いし、ともに運営を続けてきた。その成果
が実を結び、職員の力（質）も確実に向上してきており、ご利用者も、このホームの主（あるじ）として役割を
持って生活をされている。職員は、代表の考えを素直に受け止め、現場において実践を続けてきている。ご利
用者のニーズを見つめ実現させていく・・という目標は、“成果”と言う結果が見えてきており、ご利用者の願い
を叶えることに対して、職員は妥協を許さない姿勢を見せている。今では、他のご利用者のお世話をしてくだ
さったり、外出時の見守りをしてくださるなど、「人の役にたちたい・・」と言うご利用者の思いの実践が、日々の
生活の中で行われるまでになっている。ご利用者自ら、玄関の掃除や、植木の剪定、畑作りをし来訪者への
心配りも続けている。心身状況の変化は見られるが、その時々のお力を発揮していただける場面を作っていき
たいと職員は一心に考えている。地元が小浜温泉でもあり、ご利用者は月に数回は地元の温泉に行ってい
る。青い空、海、夕日、山の緑の中、ご利用者も職員も「のびのび」とした生活ができているホームである。所在地 福岡市博多区博多駅南4-2-10 南近代ビル5F

評価機関名

法人名

敷 金 有（ 円） 無
保証金の有無

家賃（平均月額） 10,500 その他の経費（月額） 4,500

有りの場合
有／無

今年度の自己評価は、管理者補佐、職員などで自己評価をおこない、代表（管理者）
が補足をしていった。代表は、今年度も自己評価に積極的に関わり、「日々の業務がマ
ンネリ化しないように振り返りをおこなうように」と職員に説明をした。項目を見ていく中
で、職員は今後の取り組みの方向性も見え、新たな気付きをいただける場となった。

ご家族が来訪時、日ごろの様子や健康状態などを個別に報告するとともに「何かありましたら、い
つでも言ってください」と、代表（管理者）・職員・ケアマネジャが声かけをしている。平成1９年9月
29日に家族会が発足し、年２回、お茶会の時に集まり意見交換を続けている。頂いたご意見は、
記録に残し会議などで対応策含めて話し合いをしている。1月から新しいケアマネジャが勤務し、
現在、ご家族にも挨拶を続けている状況である。元々勤務しているケアマネジャとともに、自宅訪
問の回数も増やしていく予定であり、更なるご家族との密な関係を築いていきたいと考えている。

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

木造平屋造り

昨年以降の取り組みで、会議にご利用者も参加されるようになった。2か月に1回、雲仙市役所の
方、老人クラブ代表の方、ホームの顧問、代表、職員などが集い、参加者との意見交換が行われ
ている。運営推進会議の時には、“よりホームのことを理解していただきたい”と代表は考えてお
り、会議の最初に、日々の暮らしぶりや行事に関する報告を細やかに行なっている。防災に関し
て、参加者から無線連絡に関するアドバイスをいただき、検討する機会につながっており、いただ
いた意見を運営に反映させている。有意義な会議となっている。今後は、ご家族の参加を増やし
ていく予定である。市役所等の方にも訪問を続け、相談しやすい関係が築けている。

食材料費

もともと、代表（管理者）のご両親が地元で診療所をおこなっていた経緯もあり、現ホー
ムに対する地域の方の信頼関係も築けている。現在も引き続き、地域の方々へ貢献し
ていくために、お茶会を開き地域の方を御招待したり、医療連携看護師が講師となり介
護教室を開くなど、積極的な取り組みを続けている。お祭りや清掃活動など、地域の行
事にもご利用者と一緒に参加し、「周辺地域との交流・・」という理念の実践を続けてい
る。

(入居一時金含む)

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

要介護４ 3

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

2

または１日当たり １，０００ 円

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

有（ 円）
無

協力医療機関名 公立新小浜病院、愛野記念病院、ひらゆ医院、茨尾歯科医院

要介護３ 8
1 要支援２ 1要介護５



有限会社 ナーク グループホーム小浜きたの 評価確定：平成 21年 3月 2日

２． 評 価 結 果 ( 詳 細 ）

（ 部分は重点項目です ）

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあ
げている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地
元の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

1

2

20年4月から新しい管理者補佐が就任し、運営に関する話し合いを代表（管理
者）と続けてきた。ケアに関する新しい視点を取り込み、職員の考えを柔軟に
日々のケアに活かしてきた。毎月の会議の中で、管理者や顧問が理念に関す
る話を一つ一つ丁寧に説明するとともに、職員の面接時も、管理者から理念に
関する説明を行い、入社時から理念の共有に努めている。職員は、毎日理念を
頭に思い浮かべ、理念を意識することを大切にしてきた。自分の行動を振り返り
ながら自問自答を続けてきており、確実に質の向上につながってきている。

今後、ホームが、より地域の方々との交流ができるよう、小学校や中学校
の子供たちとの交流をはかっていきたいと考えており、まずは学校に挨
拶に行く予定にしている。また、地域の文化祭に、ご利用者の作品を出
品していきたいとも考えており、今年度は、ホーム内にご利用者の陶芸
作品を展示し、来訪者に見ていただいた。積極的に地域交流を行って
いく意欲があり、今後の更なる取り組みを期待していきたい。

53

管理者が長年培ってきた日本の文化、茶道をホーム内の行事にも取り入
れ、地域の方をお招きして日本文化を伝承する機会を作っている。毎
年、参加者が増えており、「落ち着きます」と言う声も聞かれている。地域
のお祭りには積極的に参加し、マラソンの応援や文化祭など、職員、ご利
用者ともに参加している。16年より自治会にも加入し、清掃活動や自治会
の消防訓練にもご利用者と参加している。ホームの医療連携看護師が、
地域の方向けに介護教室も行なっており、地域貢献を続けている。

○

74

運営者（管理者）は外部評価の意義を理解し、自ら積極的に評価に
取り組んでこられた。昨年度の外部評価以降、全職員で改善策を検
討し、取り組みをおこなってきた。ご利用者一人一人の個別のニーズ
を把握し、個別に対応していくことを心がけてきた。また、昨年度の改
善策にも掲げていた「自己評価を職員全員でおこなう」ことも実践で
きた。項目を通して「こういう視点で取り組んでいけばいいのだ」と気
づけた職員も多かった。

1

この地域で医療を行なっていた代表のご両親の考えをもとに、管理
者（代表）が法人の基本理念「老いても障害を持っていても自分らし
く当たり前に普通にくらしたい」を作り、それを基にホームの理念を作
られた。「幸せをつくるグループホーム小浜きたの」→「なかよく暮らそ
う」・・・と言うホームの理念の基にホームの運営方針があり、その5つ
目に「ホーム内にとどまらず周辺地域との交流により・・」という地域密
着型の考えが盛り込まれている。

85

代表からの温かい挨拶から始まり、ご利用者の生活状況・介護状況
や運営方針などを報告している。ホーム側からの報告内容を基に、
参加者からの質問や意見が続いている。昨年以降の取り組みで、ご
利用者も参加されるようになり、議題に即した感想や意見などもご利
用者から言っていただき、毎回、有意義な会議となっている。ホーム
に関する内容がしっかり話し合われており、ホームのことを理解して
いただいてきている。

2

○

２．地域との支えあい

ホームの行事やお茶会などには、ご家族も参加できているが、
現在、運営推進会議には、ご家族の参加はない。今後も、ご家
族への呼びかけを続け、一人でも二人でも参加いただき、ご意
見をいただけるような取り組みを続けていきたいと考えている。ま
た、市役所の方に、市の現状等の講話をしていただくなど、今後
も引き続き、良い勉強の機会になっていくことも期待していきた
い。

３．理念を実践するための制度の理解と活用

取り組みを期待したい項目取り組みを期待したい項目

2 SEO ㈱福祉サービス評価機構



有限会社 ナーク グループホーム小浜きたの 評価確定：平成 21年 3月 2日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外に
も行き来する機会をつくり、市町村とともにサービ
スの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

7

ご家族が来訪時、日ごろの様子や健康状態などを個別に報
告している。行事の時や、日々の暮らしぶりを撮影した写真
を、ご家族にお渡しするとともに、電話や文章での報告もして
いる。状況によっては、ケアマネジャが自宅を訪問し、ご家族
とゆっくりお話しをする機会も作っている。金銭の収支も毎月
報告している。

○

96

代表が、広域連合や雲仙市役所の窓口を訪問し、ホームの
状況を報告している。運営推進会議の案内・ホームたよりも持
参している。防災については広域連合の窓口に相談し、文化
祭については雲仙市に相談しているが、それぞれ、今後につ
ながる回答をいただけている。また小浜町支所主催の地域ケ
ア会議にも参加している。

○
日々のケアの中で、職員はご利用者お一人お一人に向き合い取り組み
を続けている。昨年と同様、今後も、その実情をより理解していただける
ように、地域ケア会議の中などで、事例発表をおこなっていきたいと考え
ている。行政の方に、具体的な取り組みを見ていただくことで、課題に対
するアドバイスも頂きやすくなることも考えられ、今後の更なる質の向上
に向けた取り組みになることを期待していきたい。

8

ご家族には「何かありましたら、いつでも言ってください」と、
代表・職員等が声かけしている。1月から新しいケアマネジャ
が勤務し、現在、ご家族にも挨拶を続けている状況である。
平成1９年9月29日に家族会が発足し、年２回、お茶会の時に
集まり意見交換を続けている。頂いたご意見は、記録に残し
会議などで対応策含めて話し合いをしている。

○

代表は、「ご家族の方はホームに対して遠慮をされておられるの
では・・」と感じている。ご家族の方にもっと意見を言っていただき
やすい場を積極的に作り、話し合いができる場面を増やしていき
たいと考えている。今後は、新しいケアマネジャによる自宅訪問
も予定されており、ホーム側の思いが家族に伝わり、お互いのコ
ミュニケーションがより深まっていくことを期待していきたい。

運営者である代表（管理者）は、ご利用者のためにも馴染みの関係
が大切であることを理解している。異動は最小限にしているが、職員
は、同じ建物の１階と２階を行き来しており、両ユニットの職員とご利
用者は、顔馴染みの関係ができている。職員同士の仲が良く、職員
同士の意見交換も活発になってきている。基準以上の人員配置をお
こなうとともに、職員の休みの希望に極力、応じている。管理者や管
理者補佐が、職員の個人面談をおこない、課題があれば一緒に考
えるようにしている。

19

管理者は、ご家族と職員の会話が足りないのではないかと感じ
ており、ご家族が知りたいと思っている情報を、もっとお伝えでき
る機会を増やしていく予定にしている。今後も、家族会の活動を
通して報告をおこなっていくとともに、ケアマネジャによる自宅訪
問の回数も増やしていく予定であり、更なるご家族との密な関係
が築けていくことを期待したい。

15

14

運営者である代表は、同業者との交流をおこなっていく必要性を
理解しており、長崎県認知症グループホーム連絡協議会に加入
している。また、昨年１０月から、地元の１４事業所で立ち上げた
雲仙市グループホーム連絡協議会（ＵＧＫ）にも加入し、今後も、
研修などに職員を参加させていく予定にしている。研修会への
参加、事例検討会、情報交換などもおこなっている。ホームで開
催するお茶会にも、他ホームを招待し交流の場を作っている。

○

18

５．人材の育成と支援

10

運営者である管理者は、今年度の育成目標のテーマを「接遇」と決め、
言葉、言動などの教育に取り組んできた。月に２回、内部研修を行い、
ケース検討会もおこなっている。年々、検討会での意見交換の内容が深
くなっており、具体的アイデアが多くなっている。ホーム内の看護師より、
医療面の講義を受ける機会も多く、確実に職員は知識が増えていってい
る。外部研修にも参加できるようにし、参加者は、定例会の時に資料を他
職員にも配布し、内容を伝達している。管理者・顧問・管理者補佐・看護
師などが、現場の指導者となっている。

○

管理者等は、今後、更に各職員の経験、習熟度に応じた職
員個別のレベルアップをしていきたいと考えている。経験年
数別の研修なども実施していきたいと考えており、職員個々
の育成計画の作成とあわせて、さらなる質の向上に向けた取
り組みがおこなわれていくと思われる。今後を期待していきた
い。

9

４．理念を実践するための体制

現在、ホーム同士の訪問は、主にこちらからの訪問が主に
なっている。今後は、相互訪問ができるように取り組んでいき
たいと考えており、他のホームの方も見学に来ていただける
ような取り組みをしていきたいと考えている。各研修会で、相
互訪問の提案をしてみるなど、地域の同業者全体で質の向
上につなげていけることを期待していきたい。

2011
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有限会社 ナーク グループホーム小浜きたの 評価確定：平成 21年 3月 2日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、
職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染め
るよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人から
学んだり、支えあう関係を築いている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映した介護計画
を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合は、
本人、家族、必要な関係者と話し合い、現状に即
した新たな計画を作成している

3716

ご利用者の日々の状況については、毎日の申し送りの中で職員
間の共有ができている。また、1ヶ月に1度、ミーティングの中で、
全利用者の評価をおこない記録に残している。更に事例検討会
の中では、各ユニット１例ずつ出し合い、職員全員で検討がされ
ている。ご利用者、ご家族にも新たな希望が生じていないか常に
声かけしている。変化が生じた時は、見直しの設定した時期の前
でも、新たな介護計画を作成している。

2713

職員は、普段からご利用者に教えてもらう場面が多い。教えていただ
ける場面を多く作れるように職員は意識しており、和裁が得意な方
に、針と糸を準備して縫物をお願いしたり、食事の時には調理の仕
方を教えていただくなど、意識して場面作りをおこなっている。また、
ご本人の思いや根本にある苦しみや不安にもしっかり寄り添い、語っ
てくださる言葉を大切に受けとめるようにしている。職員は、その一つ
一つの言葉から、人生の奥深さを学ぶことも多い。

2612

入居に際しては、ご本人のお気持ちを一番大切にしている。入居前
に、管理者・ケアマネジャが、ご利用者の自宅を訪問し顔馴染みの
関係を作るよう心がけている。ご本人にもホームを見学していただ
き、短時間からの通所を始めて徐所に時間を延ばす等、少しずつ慣
れていただくよう配慮している。今までの生活歴を教えていただき、
ご本人の馴染みの品物を持参いただいたり、他のご利用者を紹介
し、仲良くできるような場を作るなど安心できる環境作りにも心がけて
いる。

3615

昨年からの重点取り組みとして、職員はご利用者のニーズを個
別に把握し、それを実現するための話し合いを続けてきた。計画
作成にあたっては、ケアマネジャが中心となり作成しているが、日
頃の関わりの中で、あらかじめご本人、ご家族の意見、希望を聞
きながら、医療連携看護師・かかりつけ医と相談した結果も踏ま
え、職員とも意見交換を続けながら介護計画を作成している。
「地域で暮らす」と言う視点を盛り込まれている方もおられる。

○

ご利用者本位で介護計画を作成しているが、今後は、再度、アセスメントをお
こない、まずは、現状のご利用者の心身の状況、活動状況、外出状況、ご家
族の役割、介護が必要な状況などを、細かく情報収集していくことで、より具
体的な課題が見えてくることが期待できる。ご利用者・ケアマネジャ中心であ
りながらも、今後は、日々、介護を担当している職員と一緒に介護計画を作
成するシステムを作っていくことで、より協働で作る介護計画となっていくこと
を期待したい。「地域で暮らす」という視点も盛り込み、合わせて、介護者の動
きを表現した個別介護計画の作成にも取り組んでいかれてほしい。

3314

職員は、ご利用者一人一人の生活歴、家族背景なども大切にし、今のお
気持ち（行動）と結びつけながら個別のケアをしている。繰り返し「帰りた
い」と言われるご利用者のお気持ちに向き合い、ご本人が安心できる方
法を職員全員で話し合うなど、ご利用者のお気持ちや不安を知るため
の、あきらめない取り組みを続けている。お気持ちを言われない方にも、
食事づくり、散歩、レクレーション時などの時間の中で職員はそばに寄り
添い、相づちの仕方・表情などから思いや意向を知るように努めている。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応
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有限会社 ナーク グループホーム小浜きたの 評価確定：平成 21年 3月 2日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いをし
ていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

5221

職員は、ご利用者の生活歴を把握し、生活のリズム・その方らしい暮
らしとは・・を考え続けている。ご利用者が望む事に極力応じるように
している。自宅の馴染みの品物を持ち込み、自宅でされていた役割
を継続していただきながら、自然とご自分の生活リズムを作っていた
だいている。代表が、２階の海側に神棚を作り、日常の中でお参りが
できる環境を整えている。当たり前の“生活”“日課の遂行ができる”
環境をいかに作っていくのか、職員全員で工夫を続けている。

代表である管理者は、ご利用者の人格を尊重し、常にご利用者の立場に
立ったサービスの提供に努める・・ことを、自ら実践するとともに職員にも
伝えてきた。今年度の目標に「接遇」を掲げているため、職員も、日々、
理念を立ち返り、日々の自分の言動・行動の振り返りが行えるようになっ
た。ご利用者の不安からくる行動に対しても、原因を知ろうとする努力を
続けており、更に職員に優しさが増してきている。安心につながる対応を
考え続ける、ご利用者本位のケアが行われている。

4318

ホーム内の医療連携看護師が、医療機関（医師・看護部長等）との
信頼関係を築いている。ご本人・ご家族などの要望を大切にし、以前
からのかかりつけ医で受療していただいている。すべてのかかりつけ
医とは、日頃から情報交換を密にしながら信頼関係を築いている。
提携医は、定期的に往診もしてくださり、必要時は適切な医療機関
の紹介もしていただけている。通院時は職員が通院介助をしている
が、結果は医療連携看護師から家族に報告している。

3917

職員は、ご利用者の要望に応じて、それを実現できる方法を職員全
員で検討している。「自宅に帰りたい」などの要望がある時は、ご家
族とも話し合いをし実現できる方法を根気強く考えてきた。外出時の
排泄課題を解決するために、ポータブルを持参し、周囲にはゴザで
目隠しをするなど、あきらめない対応を続けている。入院中のご利用
者が、「ホームに帰りたい」と望まれる方が多く、ホームの看護師が、
病院の医師・看護部長とも連携を取っている。

今後、終末期に対する介護職の知識・技術向上のための研
修を実施していく予定である。また、今後も引き続き、終末期
に対する医療機関(医師）との詳細な打ち合わせを続けるとと
もに、ホームでの終末期の対応マニュアルを整備していきた
いとも考えている。

5020

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

4719

入居時に「終末期にも対応している」ことを全家族に伝えており、
ホームで対応できる限り、住み慣れたご自分の部屋でいつもと変わら
ない生活を送って頂くようにしている。ご利用者・ご家族の意向も把
握しており、なるべくご希望に沿った対応ができるようにしている。現
在の課題として、緊急に応じた往診ができる体制ではなく、最後は病
院での看取りと言う状況になっている。病状に応じて、医療連携看護
師を中心にしながら、ご利用者、ご家族、医師などと繰り返し話し合
いを続け、全員で医療・介護方針を共有できるように努めている。

○

３．多機能性を活かした柔軟な支援

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働
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有限会社 ナーク グループホーム小浜きたの 評価確定：平成 21年 3月 2日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入
浴を楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみご
と、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその
日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

22

ご利用者に食べたい物を尋ねるようにしている。地産地消で地元のお店
にご利用者と一緒に買い物に行き、ご利用者と一緒に美味しいお料理を
作るように心がけている。下ごしらえ､味見､盛り付け、配膳、箸おき、食後
の片付け、テーブル拭きなど、お一人お一人の力に応じて手伝っていた
だいている。毎日、ホームの畑に行き、青梗菜や葱、トマトなどを収穫し、
食材として使われている。ご利用者の大好きな小浜ちゃんぽんは週に１
回は作っており、他、えたりの酢の物などの郷土料理も楽しんでいる。

54

25

地域には季節の花々が咲きほこる場所も多く、その時にしか味わえ
ないことを大切にして、外出を楽しんでいる。外出にともなって生じる
排泄場所などにも考慮し、ポータブルトイレや目隠しのゴザなどを持
参することもある。職員も一緒に外出を楽しんでおり、その瞬間瞬間
の心・表情を写真に残している。お墓参りや買い物など、ご本人の行
きたい場所を確認し、職員は一緒に外出している。

（４）安心と安全を支える支援

61

6626

代表・職員含めて、鍵の弊害を理解しており、玄関は朝７時から夜２
０時頃まで開放されており、ご利用者、ご家族の方には自由に出入り
していただいている。２階のご利用者も、エレベーターや階段は自由
に使用でき、両ユニットの職員同士で声を掛け合い、お一人お一人
の行動の確認や見守りをおこなっている。近所の方にも、必要時の
協力、連絡をいただけるようお願いに行っている。

平成２０年は、４月と１０月に2ユニット合同で災害時の訓練をしてい
る。全職員、ご利用者、消防署、消防団が参加し、火災時、地震、水
害、夜間などを想定しての訓練もおこなっている。２階の避難方法も
消防署と検討中であり、災害時、すぐにベランダに出られるように、ベ
ランダの片付けなどの徹底も実施している。また、災害時に備えた備
品は、懐中電灯、飲料水用ポリタンク、毛布、ポータブルトイレ、排泄
物の凝固剤、ポータブルラジオなどを準備している。

7127

24

今年度、職員が力を入れてきた、ご利用者のニーズを見つめ実現させて
いく・・という成果が見えてきている。お一人お一人の、長年培ってきたお
力を発揮していただける取り組みは充実してきている。今では、他のご利
用者のお世話をしてくださったり、外出時の見守りをしてくださるなど、「人
の役にたちたい・・」と言う思いの実践が、日々の生活の中で行われるま
でになっている。心身状況の変化も見られるが、その時々のお力を発揮
していただける場面を作っていきたいと職員は考えている。

○

5723

地元が小浜温泉でもあり、月に数回は地元の温泉に入りに行ってい
る。１回５０円ということもあり、ご利用者は日常的に温泉を楽しめてい
る。ホームでの入浴は週に４回を原則にしているが、ご希望で、毎日
入浴されている方もおられる。羞恥心への配慮と合わせて、職員と１
対１でゆっくり会話を楽しめる時間となるような配慮もしている。安全
面も配慮しながらも、職員はドアの外で待機し、一人でゆっくり入浴さ
れている方もおられる。

59

昨年から引き続きの希望でもある、ご利用者の作られた作品を
文化祭に出品していきたいという予定がある。昨年は、ホーム内
に陶芸作品などを飾り、来訪者に見ていただいた。「文化祭に出
す」という新たな目標ができることで、普段の暮らしにも活気が出
てくる可能性もあり、お力を発揮できる場面作りが、さらなる社会
交流につながっていくことを期待したい。

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援
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有限会社 ナーク グループホーム小浜きたの 評価確定：平成 21年 3月 2日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

77

運営者である代表が栄養士であり、栄養バランスの偏りがないか、美味し
い食事が提供できているかのチェックをしている。栄養管理ソフトも購入し
ており、今後は活用していく予定である。お一人お一人の食事に関する
好みを把握するために、定期的に嗜好調査(聞き取り）をおこなっている。
代表は「食事が一番大切である」と考えており、ご利用者の好みを大切に
している。定期的な体重測定・血液検査を行い、医師からのアドバイスも
いただいている、食事量、飲水量ともに把握、記録している。

○
季節の旬の食材を利用して献立を作っており、栄養士である代表（管理
者）がバランスなどを含めて管理している。今後、食事内容を写真に撮っ
て残しておきたいと考えられている。今後、その写真を通信に掲載した
り、運営推進会議のメンバーの方などにも見ていただくことで、他の方の
食事作りの参考にもなると思われる。今後も、代表を中心として更なる
“食”への取り組みを期待していきたい。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり
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海、山、空の眺めを贅沢に楽しむことができる立地にホームは位置してお
り、裏庭には緑が広がっており、木々が色づき、鳥のさえずりも聞こえてく
る。淡い黄色のモダンな外見は、周囲の環境の中で目を引く存在となっ
ている。玄関の入り口には、火鉢（金魚用）あり、金魚が来訪者を迎えてく
れる。代表のご両親が昔ながら愛用していた冷蔵庫やソファーなどを共
有空間に活用している。ホームの周囲に咲いている季節の木々や花を利
用者が摘んできて食卓に自然に飾られており、家具の配置や掲示物は
季節に応じて変えている。２階には神棚が祭られており、ご利用者の心の
拠り所となっている。
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各部屋、ご利用者に応じた部屋となっている。ご利用者・ご家
族の方々と一緒に相談しながら、タンス、いす､テレビ、位牌
など持ち込まれており、ご利用者にとって慣れ親しんだもの
に囲まれるよう配慮している。お一人お一人が安心できる部
屋作りを続けている。消防署の指導もあり、昨年の課題でも
あった、カーペットは、カーテンと同様すべて防炎のものにす
るなど、安全面での配慮も続けている。
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7 SEO ㈱福祉サービス評価機構


